様式１-１
	監督職員

	



20○○年○○月○○日
独立行政法人国際協力機構
監督職員　○○○○○　殿

契約案件名：	

コンサルタント業務従事月報（単独型）（　　年　　月分）

【受注者名】
業務管理者　○○○○○　㊞


標記案件の業務従事内容について、以下のとおり報告します。

１．本月の業務進捗の概要
　　別添１のとおり


２．業務従事者の従事計画／実績表
別添２のとおり。


３．翌月の現地渡航予定
　　　氏名（担当名）●年●月●日～●年●月●日
　　　氏名（担当名）●年●月●日～●年●月●日

以上

別添１：本月の業務進捗の概要（様式は任意）
別添２：業務従事者の従事計画／実績表





（注）１　業務管理者は、契約期間の月毎に本業務従事月報を作成し、監督職員へ提出してください（メールベースで在外事務所へも送付してください。）。
２　本月報により報告のあった内容については、必要に応じ監督職員より確認を行う場合があります。
３　別添２には、業務計画書作成時点での「業務従事計画」と現時点での業務従事実績及び今後の従事計画を記入してください。
様式１-１


業務従事計画／実績対比表（例）
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image1.emf
様式1-2

調達管理番号: 19a000XXXXXX

契約件名：△△△△国○○○○○○○○○○○○○調査

監督職員確認印： 印

※精算時のみ押印。月報添付段階では押印不要

全期間 現地 準備/整理 当該月 全期間 20＊＊年度20＊＊年度

〇村　△夫 2 当初計画 0 0

（業務管理者／地域開発） 最新計画（注１） 0 0

実績 0 0

（注３）渡航回数のカウントの仕方は、年度をまたぐ案件の場合は、渡航開始時の年度にカウントしてください。（以下、ご参考）

①A案件の渡航中に、別の国で実施中のB案件の現地業務従事で、第三国に中抜けする場合は、A案件１、B案件１とカウントする。

②A案件の渡航中に、同じ国で実施中のB案件の現地業務従事する場合は、A案件１、B案件１とカウントする。

③自社負担のよる渡航は除外する。

業務従事計画・実績対比表

（単独型）

（注１）最新計画は作成時点までの実績を含みます。

（注２）JICA事業全体での集計に要するため渡航回数を記載してください。

【監督職員氏名】

渡航回数実績（注２～注４） 人月合計

計画/実績 格付 担当業務


